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１．妙高市を取り巻く現状 

１－１ 人口・世帯数 

（１）人口・世帯数の推移 

 

[データ解説] 

・妙高市の人口は、令和２(2020)年時点で 30,383 人となっており、30 年前（平成２（1990）

年時点で 41,072人）と比較して約４分の３の規模まで減少しています。 

・世帯数は、平成 12 年をピークに緩やかな減少傾向が続いており、令和２(2020)年時点で

11,306世帯となっています。 

・地域別人口は、３地域とも減少傾向となっており、30年前（平成２（1990）年）と比較した

減少率は、新井地域が約２割、妙高地域と妙高高原地域が約４割となっています。 

 

図 総人口（地域別）・世帯数の推移 
資料：国勢調査 
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●人口減少が加速。特に郊外部の地域で減少幅が大きい。 

●世帯数は緩やかな減少傾向。 
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（２）年齢階層別人口 

 

[データ解説] 

・妙高市では、少子高齢化が年々進んでおり、令和２(2020)年時点の高齢化率は、37.4％とな

っています。 

・15歳未満の年少人口は、令和２(2020)年時点で 3,139人となっており、30年前（平成２（1990）

年時点で 7,389人）と比較して約４割の規模まで減少しています。 

・15～64歳の生産年齢人口は、令和２(2020)年時点で 15,836人となっており、30年前（平成

２（1990）年時点で 26,442人）と比較して約６割の規模まで減少しています。 

・65 歳以上の老年人口は、令和２(2020)年時点で 11,319 人となっており、30 年前（平成２

（1990）年時点で 7,241人）と比較して約 1.5倍の規模まで増加しています。 

 

図 年齢３区分別人口と構成比の推移 
資料：国勢調査 

※年齢不詳を除いて算出 
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●年少人口や生産年齢人口が大幅に減少する一方で、老年人口が大幅に増加。 



- 4 - 

（３）自然動態・社会動態 

 

[データ解説] 

・妙高市では、自然減、社会減の傾向が継続しています。 

・自然動態は、出生数が減少する一方で、死亡数が増加しており、自然減による減少幅が年々

拡大しています。 

・社会動態は、転入・転出ともに数が減少しており、減少幅は横ばい傾向となっています。 

 

図 人口動態の推移 
資料：新潟県人口移動調査結果報告により作成 

※各年度の人口動態データの対象期間は、前年 10月から当年 9月までのもの 
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●自然減・社会減が継続。特に自然減による減少幅が年々拡大。 
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（４）年代別の社会動態 

 

[データ解説] 

・年代別では、15～29歳にかけての転出超過が顕著となっています。 

 

図 年代別社会動態 
資料：令和 4年 年齢階層理由別移動状況（住民基本台帳人口移動報告（総務省）により作成） 
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●年代別では、15～29 歳にかけての転出超過が顕著。 
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[データ解説] 

・転入・転出の理由としては、10代は学業、20代は職業が多くなっています。 

 

 

 

図 転入・転出の理由 
資料：年齢階層理由別移動状況（住民基本台帳人口移動報告（総務省）により作成） 
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●転入・転出の理由は、10 代は学業や家族、20 代は職業が多い。 
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図 年代別転入・転出の理由 
資料：年齢階層理由別移動状況（住民基本台帳人口移動報告（総務省）により作成） 
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[データ解説] 

・令和４年の転入者は、新潟県内（約５割）や関東（約２割）が多くなっています。 

・新潟県内の転入元は、上越圏が多くなっています（令和４年：男性約７割、女性約８割）。 

 

 

 

図 年代別転入者数（県内外） 
資料：年齢階層理由別移動状況（住民基本台帳人口移動報告（総務省）により作成） 
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●転入元は、新潟県内（上越圏）や関東が多い。 
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図 年代別転入者数（県内外） 
資料：年齢階層理由別移動状況（住民基本台帳人口移動報告（総務省）により作成） 
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[データ解説] 

・令和４年の転出者は、新潟県内（約５割）や関東（約２割）が多くなっています。 

・新潟県内の転出先は、上越圏が多くなっています（令和４年：男性約６割、女性約７割）。 

 

 

 

図 年代別転出者数（県内外） 
資料：年齢階層理由別移動状況（住民基本台帳人口移動報告（総務省）により作成） 
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図 年代別転出者数（県内） 
資料：年齢階層理由別移動状況（住民基本台帳人口移動報告（総務省）により作成） 
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図 年代別転出者数（県内） 
資料：年齢階層理由別移動状況（住民基本台帳人口移動報告（総務省）により作成） 
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（５）若者回復率 

 

[データ解説] 

・若者回復率とは、大学入学や就職などで市外に転出していくケースが多い 10 歳代の減少人

数と、大学卒業や就職などで市内に転入してくるケースが多い 20 歳代の増加人数を比較し

て、10歳代で転出する人数に対して 20歳代でどの程度戻ってきているのかを比率で表した

ものです。 

・本市の 2015年から 2020年にかけての若者回復率は、男性が-20.7％、女性が-28.9％、全体

が-24.8％となっており、10 歳代に転出した若者層が 20 歳代になっても戻らず、20 歳代に

おいても転出超過傾向が継続していることが伺えます。 

・男性・女性ともに、マイナス傾向となっていますが、特に女性の回復率が低い傾向がみられ

ます。 

  

 
資料：国勢調査 
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■若者回復率の算出方法（2015→2020年）

全体 男性 女性

10～14歳→15～19歳 -194 -72 -122

15～19歳→20～24歳 -509 -281 -228

①10代　減少人数 -703 -353 -350

20～24歳→25～29歳 -73 -26 -47

25～29歳→30～34歳 -101 -47 -54

②20代　増加人数 -174 -73 -101

若者回復率＝
（②÷①×-1）×（100）

-24.8% -20.7% -28.9%

●若者回復率はマイナス傾向で、男性より女性の方が低い傾向。 
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１－２ 結婚・出産・子育て 

（１）年齢（５歳階級）別未婚率 

 

[データ解説] 

・本市の 25～39歳までの未婚率は、男女とも上昇傾向となっています。 

・特に女性の未婚率の上昇幅が大きく、30年前（平成２（1990）年時点）との比較では、25～

29歳で約２倍、30歳以上では４倍以上に上昇しています。 

 

 

図 年齢（５歳階級）別未婚率の推移 
資料：国勢調査 
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●未婚率は、男女とも上昇傾向。特に女性の上昇幅が大きい。 
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（２）平均初婚年齢（新潟県） 

 

[データ解説] 

・初婚年齢は緩やかな上昇を経て、近年は横ばい傾向となっています。 

・令和２(2020)年時点で夫が 30.0歳、妻が 28.7歳となっており、晩婚化の傾向が継続してい

ます。 

 

図 平均初婚年齢の推移 
資料：人口動態統計 
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●平均初婚年齢は、晩婚化の傾向が継続。 
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（３）合計特殊出生率等 

 

[データ解説] 

・県下市町村平均との比較によると、本市の合計特殊出生率は県平均よりも高く、特に第２子、

第３子以降が高い傾向がみられます。 

・未婚率は、男女ともに県平均を上回っており、特に男性の未婚率は、県平均を大きく上回っ

ています。 

  

図 県下市町村平均との比較 
資料：少子化対策地域評価ツール（令和２年３月策定、令和５年３月改訂（第４版）） 

※未婚率は逆向きの偏差値としている（未婚率が低いほど偏差値は高い） 

（４）子育て支援サービス 

 

[データ解説] 

・県下市町村をみると、妊娠期の伴走型相談支援におけるオンライン活用や産前産後における

多胎妊産婦や父親等に対する支援、宿泊型産後ケアに取り組む自治体は少ない状況となって

います。 
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●合計特殊出生率は、県平均より高く、特に第２子、第３子以降が高い。 

●未婚率は、県平均を上回っており、特に男性の未婚率が高い。 

●妊娠等に関する相談支援の面でのオンライン活用、産前産後における支援に取り

組む自治体は少ない。 
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■ 市町村母子保健事業一覧表（令和５年度）その１ 
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■ 市町村母子保健事業一覧表（令和５年度）その２ 
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■ 市町村母子保健事業一覧表（令和５年度）その３ 
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■ 市町村母子保健事業一覧表（令和５年度）その４ 
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（５）結婚・出産・子育てに関連する指標（県内他都市との比較） 

 

[データ解説] 

・県内他都市との比較では、「賑わい・生活環境」「家族・住生活」に関する指標で県平均を上

回っている項目が多くみられ、充実している状況が伺えます。 

・一方で、「医療・保健環境」「働き方・男女共同参画」の面では、県平均よりも低い項目がみ

られ、課題があることが伺えます。 

  

  

図 分野別レーダーチャート 
【出典】少子化対策地域評価ツール（令和２年３月策定、令和５年３月改訂（第４版）） 

※通勤時間、女性第３次産業従事者割合は逆向きの偏差値としている（低いほど偏差値は高い） 
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50.0

保健師数（人口

１万人当たり）

20-44歳女性人

口1万人当たり

産婦人科医師数

（主たる診療科）

0-9歳児人口1万

人当たり小児科

医師数（主たる

診療科）

医療・保健環境 県下市町村平均

妙高市

52.5 

51.1 

52.0 

52.3 

63.0 

38.3 

37.6 

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

通勤時間（家計

を主に支える

者、中位数）

女性労働力率

（20-44歳）

女性第３次産業

従事者割合（20-

44歳）

管理的職業従事

者に占める女性

の割合

市町村議会議員

に占める女性の

割合

防災会議の構成

員に占める女性

の割合

くるみん認定企

業割合（資本金

５千万円を超え

る企業数比）

働き方・男女共同参画 県下市町村平均

妙高市

●賑わい・生活環境や住環境は充実している反面、医療・保健環境や働き方・男女

共同参画の面で課題がある。 

 



- 25 - 

１－３ 地域産業・雇用 

（１）付加価値額 

 

[データ解説] 

・付加価値額の構成比が高い産業を見ることで、地域の中でどの産業が所得を稼ぐことに貢献

しているのか把握します。 

・本市の場合は、全国平均や県平均と比較して、製造業や宿泊業・飲食サービス業の構成比が

高い傾向がみられることから、これらの産業が地域に高い付加価値を生み出していることが

伺えます。 

・製造業や宿泊業・飲食サービス業の内訳をみると、特に電子部品・デバイス・電子回路製造

業（製造業の 66.5％）や宿泊業（宿泊業・飲食サービス業の 71.7％）の割合が高く、稼ぐ

力が強いことが伺えます。 

 

図 付加価値額（全産業） 
【出典】総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工（地域経済分析システム RESAS） 

  

●地域産業を牽引しているのは、製造業や宿泊業・飲食サービス業。 

●特に、電子部品・デバイス・電子回路製造業や宿泊業の稼ぐ力が強い。 

 

妙高市 

 

新潟県 

 

全国 



- 26 - 

 

図 付加価値額（製造業） 
【出典】総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工（地域経済分析システム RESAS） 

 

図 付加価値額（宿泊業、飲食サービス業） 
【出典】総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工（地域経済分析システム RESAS） 

 

  

妙高市 

 

新潟県 

 

全国 

妙高市 

 

新潟県 

 

全国 
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（２）企業数・事業所数・従業者数 

 

[データ解説] 

・企業数・事業所数・従業者数は、いずれも減少傾向となっており、過去７年で約１～２割程

度減少しています。 

 

図 企業数・事業所数・従業者数の推移 
【出典】総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工（地域経済分析システム RESAS） 

  

●企業数・事業所数・従業者数は、いずれも減少傾向。 
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図 企業数の内訳 
【出典】総務省「経済センサス－基礎調査」再編加工、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工

（地域経済分析システム RESAS） 

  

妙高市 

 

 

新潟県 

 

 

全国 
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図 事業所数の内訳 
【出典】総務省「経済センサス－基礎調査」再編加工、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工

（地域経済分析システム RESAS） 

  

妙高市 

 

 

新潟県 

 

 

全国 
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図 従業者数の内訳 
【出典】総務省「経済センサス－基礎調査」再編加工、総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工

（地域経済分析システム RESAS） 

  

妙高市 

 

 

新潟県 

 

 

全国 
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（３）新規起業数 

 

[データ解説] 

・市内での新規起業数（平成 27 年度からの累計）は、補助金等の活用により創業した事業者

が多かったことから、年々増加しています。 

・業種別では、宿泊業・飲食サービス業が多くなっています。 

 

図 市内での新規起業数（H27～R4) 
資料：妙高市調べ 

 

図 新規創業者業種別内訳（H27～R4) 
資料：妙高市調べ 

  

25 25

31
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0
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H30 R1 R2 R3 R4

市内での新規起業数（平成27年度からの累計）

23名 7名 7名

1名

1名

1名

1名

1名

3名

0名 5名 10名 15名 20名 25名 30名 35名 40名 45名 50名

新規創業者業種別内訳（H27～R4)

宿泊業、飲食サービス業 生活関連サービス業、娯楽業

卸売業、小売業 不動産業、物品賃貸業

学術研究、専門・技術サービス業 製造業

医療、福祉 建設業

不明

●新規起業数は、増加傾向。業種別では、宿泊業・飲食サービス業が多い。 
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（４）労働生産性 

 

[データ解説] 

・労働生産性は、県平均レベルとなっていますが、全国平均と比べると大きく下回っています。 

・人口規模の近い県内類似都市との比較でも、ほぼ同じレベルとなっています。 

・「製造業」「宿泊業、飲食サービス業」を中心とした労働生産性の高まりを背景に、労働生産

性が高まる傾向がみられます。 

 

 

図 労働生産性 
【出典】総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工（地域経済分析システム RESAS）  

●労働生産性は、県平均レベルだが、全国平均を大きく下回っている。 
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図 産業別労働生産性（2012年） 
【出典】総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工（地域経済分析システム RESAS） 

  

全国の平均労働生産性  ：5,017.06（千円/人） 

妙高市の平均労働生産性 ：2,560.48（千円/人） 
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図 産業別労働生産性（2016年） 
【出典】総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工（地域経済分析システム RESAS） 

  

全国の平均労働生産性  ：5,448.97（千円/人） 

妙高市の平均労働生産性 ：3,763.51（千円/人） 
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（５）雇用の状況 

 

[データ解説] 

・県下市町村平均との比較によると、本市の正規雇用者比率は、男女とも県平均を大きく下回

っています。 

・完全失業率は、県平均を上回っており、本市の経済・雇用を取り巻く環境が厳しいことが伺

えます。 

 

図 雇用の状況 
資料：少子化対策地域評価ツール（令和２年３月策定、令和５年３月改訂（第４版）） 

※完全失業率は逆向きの偏差値としている（完全失業率が低いほど偏差値は高い） 

  

47.5 

50.1 

31.2 

40.9 

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0
昼夜間人口比

課税対象所得

（納税義務者1人

当たり）

男女別正規雇用

者比率（男性）

男女別正規雇用

者比率（女性）

完全失業率（20-

44歳）

県下市町村平均

妙高市

●正規雇用者比率は、男女とも県平均を大きく下回っており、完全失業率も県平均

を上回っている。 
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１－４ 観光産業 

（１）年間観光消費額 

 

[データ解説] 

・観光消費額、令和１年時点の 18,997 百万円から令和３年時点の 8,987 百万円まで大幅に減

少しましたが、令和４年時点で 18,038百万円まで回復しています。 

・一人当り観光消費額は、令和３年に一旦落ち込んだものの、令和４年にはコロナ禍前の水準

を上回る 3,896円/人まで回復しています。 

 

図 年間観光消費額の推移 

 

図 一人当り観光消費額の推移 

資料：妙高市調べ 
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一人当り観光消費額（円/人）

●観光消費額、一人当り観光消費額ともに、コロナ禍前の水準まで回復。 
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（２）年間観光入込客数 

 

[データ解説] 

・平成 30年時点で 578万人だった年間観光入込客数は、コロナ禍の影響により大幅に減少し、

令和３年時点で 360万人まで落ち込んでいましたが、国内観光客の回復を背景に、令和４年

時点で 463万人まで回復しています。 

 

図 年間観光入込客数の推移 

資料：妙高市調べ 

  

578 561
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年間観光入込客数（万人）

●年間観光入込客数は、コロナ禍の水準まで回復しつつある。 
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（３）延べ宿泊者数（宿泊日数） 

 

[データ解説] 

・延べ宿泊者数は、コロナ禍の影響により大幅に減少しましたが、回復傾向がみられます。 

・宿泊日数は、１泊のケースが増加する一方で、２泊以上のケースは横ばいとなっています。 

 

図 宿泊日数別延べ宿泊者数の推移 

【出典】観光予報プラットフォーム推進協議会「観光予報プラットフォーム」 

（地域経済分析システム RESAS） 

  

●宿泊日数は、１泊のケースが増加する一方で、２泊以上は横ばい傾向。 
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（４）延べ宿泊者数（他地域との比較） 

 

[データ解説] 

・上越地域の３市の中では、宿泊者数が最も多くなっています。 

・妙高市と同じくスキーリゾートとして有名な観光地を有する白馬村の宿泊者数と比較する

と、約６割程度の宿泊者数となっています。 

 

 

図 宿泊者数の県内他都市との比較（2022年） 

 

図 宿泊者数の長野県内の他都市との比較（2022年） 
【出典】観光予報プラットフォーム推進協議会「観光予報プラットフォーム」 

（地域経済分析システム RESAS）  

●上越地域の３市の中では、宿泊者数が最も多い。 

●妙高市の宿泊者数は、白馬村の約６割の規模となっている。 
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（５）インバウンドの入込（妙高市） 

 

[データ解説] 

・令和４年の年間の妙高市の宿泊施設全体の延べ宿泊者数は 474,331 人泊となり、前年から

21.3％増加しました。 

・そのうち、日本人の延べ宿泊者数は 471,636人泊となり、前年から 21.1％増加しました。ま

た、外国人の延べ宿泊者数は 2,695人泊となり、前年から 63.5％の増加となりました。 

・国別では、オーストラリアが最も多くなっています。 

 

図 延べ宿泊者数の推移 

【出典】令和 4年度 妙高市宿泊統計調査実施報告書 
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●コロナ禍の影響で大幅に減少したインバウンド需要は、回復傾向が見られる。 
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図 延べ宿泊者数の推移 

【出典】妙高市宿泊統計調査実施報告書 
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（６）インバウンドの消費額（新潟県） 

 

[データ解説] 

・新潟県内における外国人訪問客によるクレジットカードの消費額は、全国と比較して宿泊・

飲食の占める割合が高くなっています。 

 

 

図 部門別消費額の構成割合 
【出典】ビザ・ワールドワイド・ジャパン株式会社のカードデータを再編加工 

（地域経済分析システム RESAS） 
  

●新潟県の外国人訪問客の部門別消費額は、宿泊・飲食の割合が高い。 

新潟県 

 

 

 

 

 

全国 
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１－５ コロナ禍による社会変化 

 

・コロナ禍によって、リモートワークやオンライン教育などの需要が増加し、テクノロジーの

進化が加速しました。 

・オンラインコミュニケーションツール、クラウドサービス、デジタル医療技術など、様々な

分野で新たなイノベーションが生まれ、デジタルサービスの利用が拡大し、ビジネスやサー

ビス提供の方法が進化しました。 

 

・コロナ禍によって多くの企業や組織がリモートワークを導入したことから、より好みの場所

で生活することが容易になった結果、住む場所にとらわれない働き方が広まりました。 

・都市部における感染リスクや密集を避けるため、より良い住環境や自然に近い生活を求める

動きが増え、都市から郊外や地方への移住を選択するケースが増加しました。 

・リフレッシュやリラックスを求める人々が増え、リゾート地や自然豊かな地域への移動が増

えた結果、週末や休暇に利用する第二の住居に対する需要が増えました。 

 

・社会的距離の要請などにより、人々の交流が制約され、地域のイベントや祭り、集会が中止

や延期されることが多くなった結果、地域社会の結束や一体感が低下するなど、地域コミュ

ニティが弱体化するケースが見られました。 

・一方で、地方への移住や第二の住居需要の増加により、地域への新たな人口流入によって、

地元産業や地域経済が活気づいたケースも見られました。 

  

●コロナ禍によりデジタルサービスの利用が拡大し、ビジネスやサービス提供の方法が進化。 

 

●地方への移動・移住の需要が増加。 

 

●地域のイベントや祭り、集会の中止や延期により、地域コミュニティが弱体化。 

●関係人口など、新たな人口流出による地域活性化の事例が増加。 
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２．将来のリスクに関する考察（マイナス面） 

【妙高市の弱みなど】 

人口・世帯数 

●人口減少が加速。特に郊外部の地域で減少幅が大きい。 

●世帯数は緩やかな減少傾向。 

●年少人口や生産年齢人口が大幅に減少する一方で、老年人口が大幅に増加。 

●自然減・社会減が継続。特に自然減による減少幅が年々拡大。 

●年代別では、15～29歳にかけての転出超過が顕著。 

●転入・転出の理由は、10代は学業や家族、20代は職業が多い。 

●転出先は、新潟県内（上越圏）や関東が多い。 

●若者回復率はマイナス傾向で、男性より女性の方が低い傾向。 

結婚・出産・ 

子育て 

●未婚率は、男女とも上昇傾向。特に女性の上昇幅が大きい。 

●平均初婚年齢は、晩婚化の傾向が継続。 

●未婚率は、県平均を上回っており、特に男性の未婚率が高い。 

●妊娠等に関する相談支援の面でのオンライン活用、産前産後における支援に取

り組む自治体は少ない。 

●医療・保健環境や働き方・男女共同参画の面で課題がある。 

地域産業・ 

雇用 

●企業数・事業所数・従業者数は、いずれも減少傾向。 

●労働生産性は、県平均レベルだが、全国平均を大きく下回っている。 

●正規雇用者比率は、男女とも県平均を大きく下回っており、完全失業率も高い。 

コロナ禍に 

よる社会変化 
●地域のイベントや祭り、集会の中止や延期により、地域コミュニティが弱体化。 

 

【将来のリスクに関する考察】 

【リスク１】労働力不足による生産性低下、非正規雇用の増加、地域産業の空洞化 

少子高齢化により労働人口が減少すると、企業は適切な労働力を確保することが難しくなり、

生産性低下などを背景に、地域産業の空洞化が進む可能性があります。 

労働力不足により企業が正規の雇用を行いにくくなると、非正規雇用やパートタイム労働の

増加が進むなど、地域の雇用状況が悪化する可能性があります。 

【リスク２】若年層を中心とした人材の流出、地域の担い手不足の深刻化 

若年層の転出が進めば、有能な人材が他の地域へ流出するケースが増加する可能性がありま

す。これが地域の担い手不足の深刻化を招き、地域の持続的な発展に支障をきたす可能性があ

ります。 

【リスク３】未婚率の上昇と晩婚による出生率の低下、人口減少、少子高齢化の加速 

未婚率の上昇と晩婚化が進めば、出生率が低下し、長期的に人口減少、少子高齢化を加速さ

せる要因になる可能性があります。また、若年層の減少によって学校の生徒数が減り、学校の

このまま進むと・・・ 
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閉鎖や統廃合が進む可能性が高まります。 

【リスク４】人口減少による内需低迷等を背景とした地域経済、地域社会の衰退 

人口減少によって内需が低迷すれば、地域経済に悪影響を及ぼす可能性があります。 

また、人口減少が進むと、地域社会においても様々な問題が生じます。商業施設や公共サー

ビスの減少、地域の活性化の停滞、地域コミュニティの弱体化などが考えられます。  
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３．将来の可能性に関する考察（プラス面） 

【妙高市の強みなど】 

人口・世帯数 ●転入元は、新潟県内（上越圏）や関東が多い。 

結婚・出産・ 

子育て 

●合計特殊出生率は、県平均より高く、特に第２子、第３子以降が高い。 

●賑わい・生活環境や家族・住環境は充実している。 

地域産業・ 

雇用 

●地域産業を牽引しているのは、製造業や宿泊業・飲食サービス業。 

●特に、電子部品・デバイス・電子回路製造業や宿泊業の稼ぐ力が強い。 

●新規起業数は、増加傾向。業種別では、宿泊業・飲食サービス業が多い。 

観光産業 

●観光消費額、一人当り観光消費額ともに、コロナ禍前の水準まで回復。 

●年間観光入込客数は、コロナ禍の水準まで回復しつつある。 

●宿泊日数は、１泊のケースが増加する一方で、２泊以上は横ばい傾向。 

●上越地域の３市の中では、宿泊者数が最も多い。 

●妙高市の宿泊者数は、白馬村の約６割の規模となっている。 

●コロナ禍の影響で大幅に減少したインバウンド需要は、回復傾向が見られる。 

●新潟県の外国人訪問客の部門別消費額は、宿泊・飲食の割合が高い。 

コロナ禍に 

よる社会変化 

●コロナ禍によりデジタルサービスの利用が拡大し、ビジネスやサービス提供の

方法が進化。 

●地方への移動・移住の需要が増加。 

●関係人口など、新たな人口流出による地域活性化の事例が増加。 

 

 

【将来の可能性に関する考察】 

【可能性１】観光産業を起爆剤とした地元産業や経済の回復、雇用状況の改善 

観光産業は、コロナ禍を経て回復傾向に転じており、インバウンド需要の段階的な復活を背

景に、さらに回復傾向が加速することが予想されます。これら観光産業の回復を起爆剤として、

地域産業や経済の回復、雇用状況の改善につながっていくことが期待されます。 

その他産業についても、既存産業の高付加価値化や新規産業の育成・誘致を進めることで、

産業振興や雇用状況の改善につながっていくことが期待されます。 

【可能性２】地方への移動・移住の需要の高まりを背景とした新規人口の増加 

コロナ禍によるリモートワークの普及などを背景に、リゾート地や自然豊かな地域への移

動・移住などの需要が高まっており、妙高山麓等の地域資源を活かしたＰＲや多様な移住・定

住支援策を進めることで、新たな人口の増加につながっていくことが期待されます。 

 

 

 

これらを活かすと・・・ 
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【可能性３】結婚・出産・子育てを支える経済的な安定確保 

結婚・出産については多様な要因がありますが、一般的な傾向として、経済的な不安定さが、

結婚や出産に踏み切る障害になるケースがあると考えられます。 

地域の経済回復、雇用状況の改善が進めば、結婚・出産・子育てを支える経済的な安定確保

につながっていくことが期待されます。 

【可能性４】新しい人口の流入増加による地域コミュニティの回復、活性化 

地方への移動・移住の需要の高まりを背景に、観光客やセカンドハウス所有者などの関係人

口は、新たな地域の担い手としても期待されます。 

移住者や関係人口などの流入増加が市内各地で進み、地域の住民との交流を通じて新たな地

域コミュニティが形成されることで、地域のニーズや課題に対して共通の理解が生まれ、地域

コミュニティの回復、活性化につながっていくことが期待されます。 


